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『
明
日
へ
つ
な
ぐ
』 

 
☆
鈴
木
氏
副
大
臣
就
任 

             

 

 

９
月
21
日
に
蒲
郡
市
（
愛
知
14

区
）
選
出
、
鈴
木
克
昌
衆
議
院
議
員

が
総
務
副
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。 

常に国民目線の鈴木克昌代議士  

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

す
る
と
共
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

☆
検
証
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」 

 

私
は
４
年
前
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
提
示
し
ま
し
た
。 

そ
れ
は
皆
様
の
お
手
元
に
も
配

布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ

て
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
は
大
枠
の
話
し
だ
け
で

な
く
、
検
証
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

細
部
に
わ
た
る
提
案
も
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
達
成
度
を
検
証
し
ま
す
。 

な
お
、
○
は
達
成
案
件
、
●
は
未

達
成
案
件
、
△
は
継
続
中
と
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
甘
い
採
点
と
な
り
が
ち
で

す
の
で
、
自
己
評
価
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

①
観
光
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

シ
テ
ィ
ー
構
想 

（
１
）
Ｊ
Ｒ
塩
津
駅
の
有
効
活
用 

○
平
成
21
年
度
、
塩
津
駅
南
の

新
た
な
街
づ
く
り
が
決
定
し

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
か
ら

周
辺
整
備
、
道
路
建
設
が
行
わ

れ
ま
す
。 

（
２
）
競
艇
場
周
辺
の
有
効
活
用 

○
平
成
21
年
10
月
、
競
艇
場
南

駐
車
場
に
新
ボ
ー
ト
ウ
ィ
ン

グ
竣
工
し
ま
し
た
。 

○
平
成
19
年
度
、
競
艇
場
北
市

有
地
売
却
で
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、

コ
ン
ビ
ニ
が
出
店
し
ま
し
た
。 

           

 

 

 

△
競
艇
場
本
体
の
耐
震
大
規
模

改
修
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
計

画
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
、
観

光
客
も
呼
び
込
め
る
も
の
と

な
り
ま
す
。 

（
３
）
名
豊
道
路
（
Ｒ
23
）
蒲
郡

西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
早

期
完
成
と
市
街
地
連
絡
線
の

同
時
完
成 

△
平
成
23
年
度
末
に
Ｒ

23
の

蒲
郡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

Ｒ
２
４
７
の
同
時
開
通
が
決

定
し
ま
し
た
。
工
事
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。 

（
４
）
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し

た
街
づ
く
り 

ア
、
企
業
誘
致
の
見
直
し 

●
未
達
成
（
時
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
提
示
予
定
）。 

イ
、
産

組
合
の
実
効
性
あ
る 

業

活
用 

●
未
達
成
。 

（
５
）
西
浦-

大
塚
の
直
通
化 
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●
未
達
成
。 

 
②
住
み
良
い
街
づ
く
り 

（
１
）
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
奨
め 

ア
、
や
り
た
い

と
が
で
き
る 

こ

環
境
づ
く
り 

○
平
成
19
年
竹
島
俊
成
園
の
芝

生
庭
園
化
、
西
浦
園
地
の
桜
庭

園
化
推
進
、
三
谷
園
地
（
ラ
バ

ー
ズ
ヒ
ル
）
の
充
実
が
で
き
ま

し
た
。 

            

有効利用と共に本格利用も目指したい。 

○
平
成
22
年
９
月
24
日
、
竹
島

ベ
イ
パ
ー
ク
完
成
記
念
式
典
。

蒲
郡
東
港
埋
立
地
の
芝
生
化

に
よ
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き

る
広
場
と
し
ま
し
た
。 

（
２
）
安
全
対
策 

ア
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
充
実 

○
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
各
小
学
校
区
に

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。 

イ
、
各

学
校
区
へ
の
巡
回
員 

小

配
置 

△
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
２
台

配
置
、
５
中
学
校
区
に
交
通
監

視
員
を
配
置
し
ま
し
た
。 

（
３

青

 
 

実 ）

少
年
健
全
育
成
活
動
の
充 

ア
、
関
連
団
体
か
ら
の
支
援
向 

上
を
目
指
す 

○
蒲
郡
保
護
司
会
の
積
極
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

③
行
政
を
身
近
に 

（
１
）
業
務
形
態
の
見
直
し 

ア
、
実
効
性

な
い
業
務
の
改 

の

善
、
廃
止 

 

○
重
複
事
業
の
整
理
を
し
ま
し

た
。 

○
平
成
22
年
３
月
、
ひ
め
は
る

荘
を
廃
止
し
ま
し
た
。 

イ
、
指
定
管
理
者
制
度
等
に
よ 

る
民
間
へ
の
業
務
委
託 

○
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
な
ど
41

施
設
を
指
定
管
理
者
に
委
託

し
ま
し
た
。 

ウ
、
行
政
へ
の
市
民
参
加 

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
に

よ
る
行
政
へ
の
市
民
参
加
が

推
進
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
、
そ
の
他 

○
平
成
22
年
４
月
、
生
涯
学
習

課
と
体
育
課
を
併
合
し
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
と
し
ま
し
た

 。

（
２
）
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

○
平
成
22
年
７
月
か
ら
総
合
窓

口
設
置
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
。 

（
３
）
団
塊
世
代
の
方
へ
の
活
動
場

所
提
供 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
ッ
ク
パ
ー
ト

ナ
ー
が
業
務
開
始
し
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
図
書
館
の
指

定
管
理
者
と
な
り
ま
し
た
。 

 

④

み

ん

な

で

育
て

る

子

供

た

ち
・
・
・
義
務
教
育
の
充
実 

（
１
）
授
業
時
間
数
の
充
実 

ア
、
教
職
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

△
学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
よ

り
授
業
時
間
数
が
増
え
ま
す

（
平
成
23
年
度
か
ら
新
学
習

指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ

ま
す
）
。 

イ
、
文
書
業
務
の
削
減 

○
教
員
配
置
が
充
実
さ
れ
、
教
育

事
務
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
22
年
度
は
４
２
３
人
が
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配
置
さ
れ
、
教
員
１
人
あ
た
り

の
生
徒
受
け
持
ち
数
は
、
平
成

18
年
度
に
17
．
２
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
22
年
度
は

16
．
２
人
に
な
り
ま
し
た
。 

（
２
）
部
活
動
へ
の
民
間
参
加 

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
業
務
委
託 

●
未
達
成
（
平
成
22
年
度
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
導
す
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
、
今
後
の
関
連
に
期

待
し
ま
す
）。 

（
４
）
総
合
学
習
の
地
域
連
動 

○
平
成
20
年
度
か
ら
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
事
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。 

 

⑤
そ
の
他 

（
１
）
議
員
定
員
削
減 

△
平
成
23
年
度
か
ら
、
定
員
22

名
が
20
名
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

私
の
目
標
は
16
名
で

た
。 

し

（
２
）
政
務
調
査
費
廃
止 

△
未
達
成
。
た
だ
し
、
私
個
人
と

し
て
は
受
け
取
っ
て
い
ま
せ

ん
。
結
果
と
し
て
議
会
内
で
は

単
独
無
会
派

す
。 

で

（
３
）
規
制
緩
和 

△
形
原
６
区
、
春
日
浦
漁
港
区
域

の
規
制
緩
和
に
着
手
中
で
す
。

緩
和
手
続
き
の
予
算
が
つ
き
、

本
年
度
中
に
達
成
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

            

 

春日浦漁港区域約４ha が未利用 

（
４
）
情
報
公
開 

○
現
在
、
財
務
の
状
況
を
含
め
、

ほ
と
ん
ど
の
情
報
が
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

⑥
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
以
外 

（
５
）
道
路
建
設 

●
未
整
備
地
域
内
案
件
に
つ
い

て
市
、
企
業

協
議
中
で
す
。 

と

（
６
）
土
木
関
連 

●
下
水
道
区
域
の
拡
張
は
未
達

成
で
す
。 

△
一
色
最
終
処
分
場
の
有
効
利

用
は
協
議
中
で
す
。 

△
蒲
郡
東
高
校
通
学
路
の
整
備

は
測
量
着
手
済
み
で
す
。 

○
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
道
路

補
修
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、

横
断
歩
道
設
置
等
、
達
成
さ
れ

ま
し
た
。 

 

次
回
、
時
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
公
表 

☆
平
成
22
年
９
月
議
会 

一
般
質
問 

１
、
職
員
採
用
に
つ
い
て 

（
１
）
正
規
職
員
の
採
用
形
態
に
つ

い
て 

（
２
）
非
正
規
職
員
の
採
用
形
態
に

つ
い
て 

（
３
）
保
護
観
察
対
象
者
の
雇
用
に

つ
い
て 

２
、
学
校
２
学
期
制
の
検
証
に
つ 

い
て 

（
１
）
検
証
結
果
に
つ
い
て 

（
２
）
授
業
、
行
事
の
改
善
変
更
に

つ
い
て 

ア
、
授
業
に
つ
い
て 

イ
、
学
校
行
事
に
つ
い
て 

ウ
、
部
活
動
に
つ
い
て 

エ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
に
つ
い
て 

 

オ
、
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て 

（
３
）
生
徒
・
児
童
の
評
価
方
法
に

つ
い
て 

 

ア
、
定
期
テ
ス
ト
に
つ
い
て 

イ
、
補
助
的
評
価
資
料
に
つ
い
て 
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（
４
）
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

に
つ
い
て 

（
５
）
長
期
休
暇
の
あ
り
方
に
つ 

い
て 

 

ア
、
休
日
の
振
替
に
つ
い
て 

 

イ
、
補
充
学
習
、
そ
の
他
の
活
動

に
つ
い
て 

 

ウ
、
夏
休
み
の
短
縮
に
つ
い
て 

補
正
予
算 

一
、
保
育
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助

金
（
不
二
福
祉
グ
ル
ー
プ
内
） 

一
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
準
備
経

費
補
助
金
（
ハ
ッ
ピ
ー
・
三
谷
町
） 

二
、
形
原
漁
港
土
地
利
用
検
討
事
業

費
（
国
の
規
制
緩
和
に
伴
う
も

の
） 

三
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
助

成
金
（
10
％
、
上
限
20
万
円
） 

四
、
蒲
郡
駅
周
辺
整
備
事
業
費
追
加

（
駅
前
ト
イ
レ
整
備
な
ど
） 

意
見
書
提
出 

一
、
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
（
内
閣
総
理
大

臣
等
宛
） 

二
、
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
（
愛
知
県

知
事
宛
） 
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